
２０２２年度（令和４年度）協働のまちづくり推進事業報告書 

東村町まちづくり推進委員会 委員長 伊藤 武彦 

  (問合せ先) ０８４－９３６－０６００（東村交流館） 

事業内容 

（１）町内グラウンドゴルフ大会（２月２６日） 

（２）公衆衛生活動事業；町内一斉草刈り清掃（５月１５日） 

町内一斉清掃（９月１１日） 

            空き缶等散乱ごみ回収 

（６月１９日，９月４日，  

１２月１１日，３月２５日） 

（３）自主防災活動事業（１１月２７日） 

（４）かかしの里まちづくり事業；環境美化・耕作放棄地対策 

（１１月１３日～） 

有害鳥獣対策（通年） 

                世代間交流（田植え６月７日， 

かかし作り１０月１２日， 

稲刈り１１月１１日） 

（５）広報紙発行事業（６月，１０月，２月発行） 

（６）ふれあい広場；ガラスのアクセサリー（１０月５日） 

太極拳（１０月１２日） 

クラフトテープで作る収納かご（①１１月２２日，②１２月６日） 

干支のおりがみ（１２月１４日） 

スマホ塾（①２月２４日，②３月７日） 

ペーパークイリングの写真立て（２月２８日） 

パウンドケーキといちご大福（３月１７日） 

（７）まちづくり運営事業（通年） 

 

成 果 

 コロナ禍が徐々に収まりつつある中，少しずつ事業を開催 

できるようになり，人々の集まり，賑わいが戻ってきた。 

課 題 

 コロナ禍で遠のいた参加者を引き戻すことが課題である。 

また，完全な収束とはならないうちでの大規模な事業は，主 

催者としての配慮が不可欠である。 

課題解決にむけて 

 事業開催には，今できる最善の感染防止対策を講じる必要がある。またチラシ・ポスターなど

のほか，声掛けによる直接の参加呼びかけ，人と人とのかかわりが重要と思われる。 

町内一斉河川清掃 

世代間交流（かかし作り） 

自主防災倉庫点検作業 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保育所の子どもたちのお散歩コースになりました。 

 

 

 東村旧学校施設から２５０ｍ西の耕作放

棄地をお借りし，１１月から施肥，耕運，整

地，植栽を行いました。これは，耕作放棄地

対策と環境美化活動の両面を兼ね備えたモ

デル事業として手掛けたものです。 

 約５００個のチューリップの球根から，３

月中旬以降次々と花をつけ始めました。今後

は，季節を見ながらマリーゴールド・ヒマワ

リなどに植替えをする予定です。 

 町内にこのような場所が増えて，皆さんの

憩いの場になり，町内の賑わいを生むきっか

けとなることを願っています。 

３月末，色とりどりに咲きました。 

 

球根の植付け 

 

耕運・整地作業 

施肥作業 


